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インドの 昔に 学者が 集って 相談した。 どうも 俗人 ど 

もと 同じ 言葉 を 使つ たんじ や 学問の 尊厳に か、 わる。 

学者 は 学者 だけの 特別な 言葉 を 使わなければ ならぬ。 

そこで そのころ の インドの 俗語 (パ— リ語 という) を 

用いない ことにして、 学者 だけの 特別の 言葉 をつ くつ 

た。 これ を サンスクリット (梵語) と 称する ので ある 

又、 近世に 於て は、 国際 間に 共通の 言葉がなければ な 

らぬ というので、 ラテン語 を もとにして エスペラント 

と いう ものが できた。 

こういう 人為的な 作物と 違って、 現在 使われて いる 

言葉 は、 自然発生 的な もので、 時代 時代の 変化 をう け 



葉が ゾン ザィ になる こと、 日本 も 「お前よ び」 と 同断 

であり、 女房 をお 前と よぶの も、 むしろ 親し さの 表現 

の 要素が 多いで あろう。 

た V、 日本の 場合、 女の 方が 亭主 を アナ タ とよぶ の 

が 女卑の 証拠 だとい うの も、 一概にそう も 云えない。 

男 言葉と 女 言葉の 確然た る 日本で、 男女 一 一つの 呼び 方 

が 違って くるの は 当然で、 アナ タ とよぶ ことが 嬉しい 

という 日本の 女性 心理に は、 日本の 言語の 慣例 を 利用 

して、 愛情 を 自然に 素直に 表出して いるに すぎない と 

見る 方が 正当で はない かと 思う。 



これ は 自慢の 家庭料理で、 とか、 その 食べ物の 性格に 

つ いて 己れ の 信ずる ところ をハ ッ キリ 云えば それでよ 

い。 不出来 だと 思ったら 不出来、 相手の 味覚が それ を 

ど う 受けと る にしても、 味覚 の 好悪と い う もの は 好き 

好きで 論外で ある。 

ォセ イボ だ 年始 だ と 無意味な もの を 取ったり 贈った 

り、 香典 だの 香典が えし だのと、 すべて 人間の 真情に 

即さ > る 形式が 生活の 規矩 をな してお り、 生活が 真情 

に 即して いないの だから、 言 葉が 真情に 即さなくなる。 

つまり 物 自体 を 的確に 表現す る ことが 生活の 主要な こ 

とではなくて、 儀礼的に 言葉 を あやつる ことに 主たる 



工夫が あるから、 空虚な 内容 を 敬語 かなん かで 取り繕 

う 必要 も 生れて くるわけ であろう。 

ォ 役人 サマ、 と 云う 言葉に は、 その 言葉に 即した 生 

活が 現に 存 している の だし、 親分 然と 「ォ 若ィ 人」 だ 

の、 ォ 若ィ、 ォ 若ィ、 などと いう、 みんな 言葉に 即し 

た 生活が 実在して、 その 生活が 実在す る 限り、 その 言 

葉に はノ ッピキ ナラヌ ものが あり、 イノ チが あるで は 

*k ヽゝ o 

るレカ 

ォ 百姓、 という。 百姓 じ や 軽蔑して いるよう だし、 

農夫と いうと 学問の 書籍の 中の 言葉み たいで 四角す ぎ 

るし、 当らず 障らず、 軽蔑の 意 を おぎなう 意味に おい 



奇怪な 敬語 や 何やら 横行し、 日本の 言葉が 民主的で 

ない と 云うなら、 日本人の 生活が まだ 民主的で ない と 

いう シルシ にすぎない もの だ。 

敬語 廃止 運動が 起る とすれば、 新 生活と か 生活 改善 

運動の 一部と して 行われる 以外に 意味 はない。 全日 本 

人の 言葉 を 法則 を 定めて 統一 しょうと する の は ムリで 

あるが、 ある キッ カケを 与えて 自然の 変化 をうな がし 

待つ こと は 不自然で はない。 

先ず、 新聞 を ひらいて みたまえ。 ある 人 を 氏と よび 

さんと よび、 君と よび、 犯罪者 は よびすて、 V はない か _ 

個人が 勝手に 用いて いる ザァ マス だの 敬語な ど は、 



銘々 勝手で、 罪のない ものであるが、 こうして 一 つの 

新聞 的 表現 を 法則 化して 押しつけて くる 新聞 語な ど は、 

も つ と 厳しく 批判す る 必要が ある。 

ォ エラ 方 も 犯罪者 も 戦犯 も、 みんな 一 様に 氏と よん 

だら、 どう だ。 

新聞の 任務が 純粋に 報道に と、 V まる だけなら とも か 

く、 多少と も 啓蒙 的 役割 を 帯び、 又、 それ を 自覚して 

いると すれば、 自分の 在り方に、 もっと 自覚 的で なけ 

れ ばなら ぬ。 そして 新聞 用語と いう ものに 対しても、 

組織的な 研究 機関が あって、 その 選定に 深い 考慮 を 払 

い、 又、 世間の 批判に 耳 を 傾けて 善処すべき であろう 
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